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日　本　家　政　学　会　第　23　回　総　会　C 被服学I(材料・整理・染色など))

B-13　 命の吸水･怜
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イ レ 、ｸ'A 匹 よi ヤ ・ 吸 水 娩 を検 付 すi  萎 痩 とit.    糸 の も 管力 吸 水 り

0"'"あi    ． 前 報 て∩1  . し-      3    >バ ビ ニp    し, テf     ロ ジ フ ル 与 ヤ ー ン 徊抑 榔

ﾌﾞ-   毛 デ〕ﾚ 糸 ド つ ぃ Ｔ 検 討 じ たり卜　?|   ? 址V*   マIレ ーチよ す-  どづ 万 巻>    曙 窄L      T

９ 八 ぐ ト よ-5 相 遠IT" 有 無 を検 討 す る^  沃}~ .  吸 水 現 象 の 理 論 ベIt  > けV う

方μ　 近 似 的/: 同 一 直 臣l< 調 整(    u 試 料>  ， ア 心つ　―   ｝レ ・ ベ シ ソ" -   ル 抽 出 ふ イ 泗 脂

分^ 除 去凌. 予 傷乾 燥 ，調 厦 にr    あべ 。 ヘッ ジこラA^ 検 岸 斟V  if] い. 予 あ簒 漱t    rリ 限

郎 あづ

い 。訓 ぼ 衝図 験I づ 長 し-I- 。 卸 撚 μ｡rf  ,  (7)太>"･    ≫＼ 陪 ヵe i   1う こあ,     ／oiノ／Cm･ の ね 貪り 不 可

能 で あ， た（7>て≒ 今 回μ,       0 
´
 <i  ^　/  ^　ｙ 回 ∠ 弘/;  ⊃ い て 行V  つｱ--   ,   'A 上 穴 検 も 前軟

と 旧 作.  試 料r- 一 定 の荷 £ を/Iヽ けT     木 槽 ヂ パ下垂 し.    吸 水 霞f  逗 勤 顕丿捉 叱r-   *   j 測 定

し7c  .

結 果　/.     μi  ・ 勃 畷
，
よダ タれ な り≒ フ≒　　 ，i. 吸 り 吼 い3   、  0　 も^ 現 象  !:    I

“（v>  . 無 水･厚, 専 水 作(７・ 私　 ⑩　 ダ 童<7. 水 り卜 転体 の 向燎 い,S･ い-r  祚 すi    齢 面 と・ 肉 添

(7)    二 面 ヵヽ ら 諭/ バ` れ る 。

B －14 寝次焚跨の吸水剋 に関? る秀衆

立正せ今回家政mm 千八　 〇松 胆教 子　坂曝由紀子　m 中 妥智

^ 妁　 中学族家庭科2  年の灘 材 の中に→木養 着としマペジ ャマが七 り 易りう 政 ，材

料は木綿炉適各とだけある川 私 営痴鰍の喬虔や力口Jこ技術 の進やに と右な べ 謝友の

材料や組 庫 リn エ_砥＆複維 には っマ3  マo  心 。寝衣 咎縫製 する 前の一段 階とし７布 の

孵 入と丿 う拳やわ心 。巧の時にご 鮫%  求わ右ぺS. む), 覆炎 のヅ`葛条 将の ーフでわ合吸

水性 起と ソ-^けヽ彦 え マ汗こ)ことにしre 。故に今回にに予の吸収に 吏点,をJづさ ，ふ 種材料

や組織,  m エ爪の育/a る布 の吸 水状 態,の吏砧 発みる畢 によリ バ乞収りの直砂 妓起消貧

着・ 立場 から 欠態調査し マ命討 しre 。

方去　 ・ 市駁既製寝衣よ り材料 ・組庫 りO ヱ,去 の異なら15 種類を選び バ ♂ill °

G  。65:t二1 ％の4旦丿払丿虻監室内？, 平面 に並べrこ暁唱綿 化0 *   も1000 ．むの人工珊に滝し

マ人工皮膚 をｲ乍リ,  >i の上にS  cm平お に吹m しに吉例呼( 購λ>i の まま ，3 回浸

回兇漢) を並 ベ バ泰薗吸Jくせ，により2 へ●,ぐ～10 ～30 ～60 分の闇m にマ瓊)定しrこ・

Ｑ健康り る20 ぺの青年男 与4  も の入体ヽ にs cm 平た3 回洗二置の客入桝壱／-^ ，試料 と囲じ

丸ささに切 っにじ 二一ルをか;3C1± ， 5 cm平た画aから出Tび干tさけを竣 収させ, しかも^干

り蒸肴卜記出i をさけこ)re めt: 上から ゲ乙,テープを柘 り ，30分凌の汗の一量を毫丿定i. rこ。

結果　 木綿材料 の寝ぶi3. ， 仝｡般的 に'i走聚4 iわ収マり る亀り吸水率はd" i 5 が ，組戦力口

XJ＆によりかrj: りの差tf 叶り 綬,  吸水 率の非 常i: 低 ，> もの もあ っに 。惑覆 にdr も 吸ぺ

'J.,度・吸水年 の通約は, 組織i:よ り澱葛 匈差 がけ吟友に 。まre人 体に貼 っに眠料除哉

後‘) 残留Aく分 ふを汗の多･Vヽ にちヽかわ(わす≒ ほぼ答し，)敬 値しな-> マore 。


